
地域の元気創造有識者会議（第１回） 

次第 

 

平成２５年２月 15日（金)15：3０～  

総務省省議室 (７階 ) 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 新藤本部長挨拶 

 

 

３ 委員挨拶・プレゼンテーション 

 

 

４ 意見交換 

 

 

５ 閉 会 
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地域の元気創造有識者会議メンバーリスト【五十音順】 

 

 

 

楓  千里  株式会社 JTB パブリッシング執行役員 

ソリューション事業本部副本部長 

柏木 孝夫  東京工業大学統合研究院教授 

隈  研吾  建築家 

東京大学教授 

後藤 春彦  早稲田大学創造理工学部長 

坂村  健  東京大学大学院情報学環教授 

島  康子  まちおこしゲリラ集団あおぞら組組長 

中嶋 健造  NPO 法人土佐の森・救援隊事務局長 

       自伐林業・木質バイオマスアドバイザー 

中村 香代  株式会社和香紗代表取締役 

一般社団法人地域ケア総合研究所理事 

西澤  隆  野村アグリプランニング＆アドバイザリー取締役社長 

藤波  匠  株式会社日本総合研究所主任研究員 

堀田 聡子  独立行政法人労働政策研究・研修機構研究員 

本田 桂子  マッキンゼー ディレクター 

山崎  亮  コミュニティデザイナー    

京都造形芸術大学空間演出デザイン学科教授 

 

         



「地域の元気創造本部」に関する組織体制 

地域の元気創造本部 

本部長（総務大臣） 

 
 副大臣、政務官 

本部長代理 

  
 事務次官、総務審議官 

副本部長 

 
 官房長、官房総括審議官 、政策統括官、 
 地域力創造審議官、関係局長等 

本部員 

  
 地域力創造審議官 
        地域政策課（地域の元気創造推進室） 
         （※情報流通行政局地域通信振興課等と連携） 

事務局 

※本部長は必要に応じて、 
   関係団体等の代表者等に 
     対して本部会議及び有識 
   者会議への出席 を要請で 
    きる。 
 
※テーマに応じて関係省庁 に 
   も本部会議及び有識者会 
   議への出席を要請する。 
   

 
 総務大臣、副大臣、大臣政務官、 
 １０名程度の有識者で構成 

有識者会議 



地域資源の 
発掘・再生 

地域の元気創造本部での主な検討課題 

地 域 

  
 
 

人      資源       資金 

流 出 

大都市（東京など） 

成
長
戦
略 

 施策 地域からの経済成長に向けて、 
         地域の元気を創造する取組を支援 

実績検証 

 ① 地域経済イノベーションサイクル 

 現状 地域経済の疲弊 

 官 地元自治体 
  
 初期投資の補完、
販売促進の支援等 

※中小企業基盤整備機構、地域経済活性化支援機構（仮称）等との連携 

② 地域活性化のための新しい計画的な公共事業の実施 
   

① 「地域経済イノベーションサイクル」を全国各地で展開 

ノウハウのデータベース化 

事業化 
（地域の元気 
創造事業） 

フィードバック 

地域資源を生
かした産業と
人材力の活用 

地域ラウンドテーブル（産学金官） 

産 
 地元企業等 
学 
 地元有識者 
金 
 地元金融機関 

連携 

 ② 地域活性化のための 
     新しい計画的な公共事業（あり方） 

 新たに道路を作るなどの新規の公共事業や、

高度成長期につくられ老朽化したインフラの長

寿命化などだけでなく、過疎地など地方に力を

与え、地域活性化を成し遂げる新しい計画的な

公共事業のあり方を考えるべき。 

  
 
 

  
 
 

（※ 関係省庁とも広く連携し、政府全体で検討） 

 多様な地域資源、地域金融機関の資金及び地元企業のノウハウ等を、 
地方自治体が核となって結びつけ、地域の元気創造事業を創出。  

（※金融庁や中小企業庁等と連携） 



地域経済イノベーションサイクルの全国展開について 

地域資源(モノ) 地域金融機関の資金(カネ) 

地域経済全体への波及効果 

地域資金の活用状況（2012年3月）   
          総預金量                    預貸率 
第１地銀 220兆9,917億円   70.8％ 
第２地銀  59兆6,704億円    73.7％ 
信用金庫  122兆5,884億円    51.7％ 
信用組合  17兆7,766億円   53.2％ 

・地場産品 
・景観、自然 
・間伐材等 
・再生可能エネルギー等 

地域資源の高付加価値化 

公益的効果 
 
・農地の再生     
・山林の再生     
・コミュニティの再生  など 

産業力の底上げ 
 
・地場の関連企業への波及 
・需要拡大による農業等の振興 
・交流人口の増加  など 

金融庁・中小企業庁等 
との連携 

木質バイオマス利活用 
  事業（林野庁）、 
着地型観光の振興 
（観光庁）等との連携 

 
コーディネート・初期投資補完・販売促進の

支援等 
－地域の｢モノ｣｢カネ｣の結合力の確保－ 

人材 
斡旋 

地域資金の有効活用 

・地元（自治体等）投資額に加え、金融機関融資が加わり、投資効果が倍増。 
・事業が継続することで、経済効果が累増。 

地域経済循環の創出→地域の元気事業・雇用の創出 

地方自治体（1719市町村等の取組） 

 総 務 省  

初期投資 
支援 

ノウハウ 
提供 

地域の元気創造本部 
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